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＼
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／
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。
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球
帽
姿
の
子
ど
も
た
ち
の
集
団
一

－
一
に
加
わ
っ
た
。
空
き
カ
ン
、
空
き
一

－
一
び
ん
、
ビ
ニ
ー
ル
の
切
れ
端
、
プ
一

－一
φ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
断
片
V
紅
紫
色
の
一

－
一
花
を
咲
か
せ
る
カ
ラ
ス
ノ
エ
ン
ド
’一

一L
‘ウ
の
茂
み
に
、
タ
イ
ヤ
、
ゴ
ル
フ
一

竺
の
ボ
1
ル
、
腐
っ
た
王
袋
、
運
動
一

－
一
靴
が
散
乱
し
て
い
る
。
河
原
が
ゴ

一

－一

ミ
抽
出
て
場
に
な
る
と
ネ
ズ
ミ
が
ふ
一

一
一
え
、
ネ
ズ
ミ
を
ね
ら
う
マ
ム
シ
が
一

一
一
ふ
え
る
。
さ
ら
に
上
流
で
は
、
夏
一

一
一
は
λ

長
靴
で
な
い
と
危
険
で
務
。

一

－
一
な
い
と
と
ろ
が
あ
る
、
と
聞
い
た
一

－
一
V
そ
れ
ぞ
れ
の
袋
が
は
ち
切
れ
ん
一

－
一
ば
か
り
に
な
る
と
、
河
川
敷
は
見
一

一一

違
え
る
よ
う
に
き
れ
い
に
な
る
。
一

一
一
遅
れ
て
き
た
老
人
が
「
と
れ
で
は
一

－
一
も
う
、
空
き
カ
ン
探
し
は
宝
傑
し

一

－
一
だ
」
と
笑
う
。
ζ
の
目
、
十
キ
ロ
の
一

－
一
流
域
で
集
砂
り
れ
た
ゴ
ミ
は
十
・

一

－
一
五
ト
ンと
い
う
記
録
的
な
量
に
な
っ

一

回
一
た
V
だ
が
、
五
千
人
の
市
民
が
い

一

一
一
く
ら
精
を
出
し
て
も
浄
他
で
き
ぬ
一

－
一
も
の
が
あ
っ
た
。
ヘ
ド
ロ
と
、
そ
一

－一

の
市
市
民
で
あ
る
。
水
が
あ
ふ
れ
た
一

－一

後
の
河
原
の
茂
み
は
ヘ
ド
ロ
に
ま
一

－
一
と
い
つ
か
れ
、

黒
灰
色
の
汚
泥
の
一

四
一
中
に
ネ
ズ
ミ
や
魚
の
死
体
が
と
ろ

一

－一

が
っ
て
い
た
。
汚
泥
そ
は
ね
返
す
一

－一

勢
い
℃
オ
オ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
の
咲
一

－
一
い
て
い
る
の
が
見
え
た
V
十
年
、
一

－一

二
十
年
の
歳
月
が
生
ん
だ
ヘ
ド
ロ
一

－
一
を
浄
化
す
る
に
は
、
ど
う
し
た
ら
一

回
一
い
い
の
か
。
ゴ
ミ
を
拾
う
市
民
運
一

四
一
動
は
や
が
て
、
川
の
生
餓
系
を
よ
一

－
一
み
が
え
ら
せ
る
運
動
に
育
っ
て
行
一

－
一
く
だ
ろ
う
。
昔
の
多
摩
川

（
玉
一

－一

川
）
は
水
が
ゆ
た
か
に
青
白
く
流
。一

－
一
れ
、
川
底
の
石
が
玉
の
よ
う
に
光

一T
る
以
ち
た
に

一

十

一

玉

－

ヴ
一

数

一

人

－

h
H
U
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ロ一口

一
お

一
谷
津
干
潟
愛
護
研
究
会

一
川
一
円
δ

－

一

小

一

・
ロ
市
川
市
本
北
方
二
l
t
一五
l
六
．

1
一
，
吋
一
3
L

2
一

弘

一

一

J
電
話

コ
阻
む
一
了
一
↑一八
｜
六
六
六
八
克
一

1
問

仰

い

才

一
川
一
殺
を
木
森
田
－
一
一
、
再
会
一
分
／

ヤ
同
H
aaJ

Ta 

十
山

1
込
川

口収
、

お
い

＆宮、

・r

一
更
に
之
め
臼
の
一
策
3A
川
川
」

Z
ど
し
市
川
く
、

時
，
は
草
木
主
張
一
3
｛作一一一一づ時。

す
ぷ
わ
す
、
午
前
O
時
介
、
う
三
時
吸
い
必
つ
け
て
の

時
マ
あ

3
。
ー
ク
リ
l

L
作
為
て
～
下
ル
央
区
L

寸

は
．
あ
マ
ザ
物
、立らか
し
ご

3
。

ψ

サ
ク

リ
／
〈
＼

、

山

f

い
・
サ
り

k
サ

り

、

山

、

キ

コ

／

＼

／

＼

、
ど
（
L
寸
、
二
『／’
マ
ポ
／
〈
＼
、
M
L

＝／マヒ－－／

マ
い
と
。
防
空
、

金
制
一
氏
の
物
介
石
ゃ
オ
フ
ス
ぷ
い
）

の
℃
－
／
に
い
り
ヨ
す
て
い

カ
ム
ノ
り
、

γ
」介

山コ↑点、、

l
、v
h

と
え
リ
円
い
仏

V
く
の
主
め
ノマヴ
。れ
がの
上
に

伯
牲
を
忍
A

．め
，マ
、
は
、
砂
ノの
巾？ト円
一4
JE
人

A
、
匂
介
＋
ど

ノ

ま
ヤ
ぐ
フ
「
L

リコ。

令
麦
、
衣
の
ほ
介
J
K
、
更
に
又
、
衣
申
ー
に
ぎ
す
コ

ヘ
＼

Y
〕
に
ぷ
リ
ま
l
t
L

た
。
主
身
、
そ
の
日
に
よ
フ
マ

句ル
／
の
時
防
の
－
だ
し
は
去
り
ま
す
か
‘
一
月
町
半

外
d
h
h
J

之
照
応
ぐ
句
／
し
り
。
を
う
や
フ
マ
い
り
ま
す
。

注入

L
づ
に
」
掠

vmmど
す
7
つ
を
り
だ
L
4

否
いっ
l
＼

又
し

F 

づ
L
U
石
川
つ
ぎ
り
で
す
。
こ
ホ
で
、
一
回
、
＝
一
回

キ
ゑ
の
作
業
d

い
い
て
り
く
芯
＼
＼
だ
に
芯

y
ま
l
定。

年
後
（
時
か
に
ノ
凶
時
半
、
七
時
埼
介

J

ゲ
哨
八
時
半
、

xl［
「
ー
と
と
＼
民
支
・
寸
‘
ナ
～
一
時
す
／
平
み
い
h

ノ
ミ
時
め
喝

の
、
一
時
，

E
Zハ
』
ノ
二
時
ぬ
ぐ
に
ノ
り
。

最ど
m
r
－
の
明
町
之
内
h

目
の
午
前
中
体
介
わ
ん
コ
介

っ
た
ヘ
介
、
八
戸
フ
は
そ
ん
忍
で
芝
み
り
。

y
tバ
爪
い
h

、
時

出
川
dhγ

日
に
ち
〉
〕
ソ
フ
を
め
は
、

で
使
途
右
手
今
十
代

円、
ノ
ゼ
ラ
之
友
〉
」
庁
、
λ
つ
寸
L

止
ん
ま
寸
ん
・
、
守
主
〉
ま
で

t
G／
＼
、
一
九
ヘ
λ

於
ヲ
ぷ
り
の
で
す
。

で
芝
、
X
（
1
爪

k
大
付
、
、
致
点
引
は
、
く
た

W
れ
だ
い
〉
、
技
J
爪
M
M
浩一

コ
町
市
1

・
干
の
ど
森
岡
、
ル
ノ
ー
で
そ
時
向
か
後
l
り
の

3 人 、まオ土 で
のーです l に す
カい ¥ ) マ ？ミ ¥Ji t. . D 

夜 7ミま。汚う
のむし、 j私［十

｜十か LJ I ま~ )¥ 
一一一一一一一一一一一一一｜時 ‘筏木 、 斗

すイ：『 オむ；互衣 .~
古手、せ の三，xj 1－：！古甘

ゼセ史め
マ 翰 Y の時ミ
ホベご！こ 守、制＼じ

校時むそ毘寸j、
う｜て寸の殺す
す盆｜会、す lて介、
ぐ、宮〕っこ、、 iR
3足 l 如くっ jき
っt，寸く tふ ""1 Iめ
の！時まえミ tj 後

ーで、

呉
羽
祇
．

1
ふ
が
ん
ど
似
鳥

3
t
Eま
す
1

1

4
月
比
P
よ
り
j
、

ふ
す
い
収
に
、
弘
之
－
一
可
向
荘
．
花
均
株
廷
内
す
マ

手
マ
l
＼
／
＼
ご
ム
小
川
川
」
丸

J
Z
け川ゼ
x
m
u
J
～
い
ま
l
＼
七
u
h

（
決
叫に
な
刊
に
う
）

人
匹
、
何
万
受
不
引
し
イ
つ

す
む
‘
伺
い
は
寸

T－4
パ
セ
つ
げ
句
乍
i

寸
い

川
日
釘
回
筏
へ
司
並
一内りぱ、

ま

令

官
J

下
川
の
で
す
小
、
片
ノリ

1 '8コー

そわかを

ム
崎

J

の
叙
司
定
住
・
由
｜
村
）
之
介
入
う
で
？
。

で
あ
コ
オ

一
巧
境
九
十
ふ
3

γ
」
白
紙
の
人
向
み
べ
早
く
安
3

iヨ，？
をし
く X
3 各
自由

ざた

異売
まく

コ

色
合
主
芳
人

ー
亡
、
フ
L
「
に

オ
し
に
は
、
二
人
ぷ
時
尚
ポ
ぜ

な
り
人
青
づ
う
ー

l

l

し
く

来
介
こ
み
よ
凶
リ
「
k

来
た
、

X
し

人
な
す
守
存
時
一
代
て
お
フ
た
の

？L

－
畑
し
ゅ
川
念
じ
ま
L
定
。

/. 
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Z
0・

土
／
／
プ
先
に
の
，
為
に
ー
ヵ
、
〆

J

ハ
（
つ
L

／ヘA
m
r
パ
人
へ
、

ご

lht
r久っ
寸

一l宙
人
物
匂
反
令一す
L
X
一
先
ド
ミ
サ

と
め
市
子
育
百

一
一
円
下
旬
よ
り

回
同
十
一

Eま
で
に
お
り
年
一
め
い

J

小
、
袋
一
に
入
A
m
寸
、
成
坊
の
上
ヘ

γ
～引
占ベ＼上附
リう
A
下
十
ハ
ハ
ぎ
の
？
す
。

み
怠
去
、

一
日

h
、一八

l
十
後
ぐ
い
つ

け
ず
つ
樗
之
作
成
け
寸
去
り
士
す
。

こ
の
伽
町
、
後
い
い
入
り
ト
っ
ぷ
り
丈

告
、
り
物
や
官
FK
リ
物
介
、

寸
志
リ
初

代
引
句
、よ
山
リ
ラ
れ
寸
リ
ま
す
。
丈

体
の
計
柑回
寸
？
す
み
刀
、
交
の
教
は
八

百
は
お
忠
、
λ
「

L

リゴ
〉｝
忠
り
ま
す
．

全
長
は
約
七
十
メ
ー
ト
ル
い
い
ぞ
の

十代
フ
マ
り
ま
す
汁

今
は
、
安
の
引
ハ
．

は
活

ヘ
／
＼
γ
」
め
が
「
L

りフ

7
u

ま
す
プ
百
十
や
人
の
コ
防
府
，
の
早
川
h

いは

石
吋
ノ
る
り
よ
う
に

L
六
事
リ
ま
す

‘’ 

宙人
H
d
と
め
宇
に
、
ヘ
h
L
A
ハ一一
b

、J
音
丈
将
で
す
介
、
入
り
フ
マ
い
リ

コ
の
で
す
。
プ
ラ
ス
パ
？
？
ク
の
パ

づ
プ
の
巾
ア
h
h
入
い
け
フ
マ
り
ま
す

J
O

M

ハ
イ
プ
Z
定
人
～
し
り
フ
寸
校
同
り
仏
ム

ー
に
た
ヲ
、
石
に
当
y
「
l
、「か
／

L
割
ホ

ヱ
l
＼
た
。

y
t
l九
ゲ
干
の
、
朝
ふ
れ
た

ν
パ
介ピ
ノ
、
ヘ
ビ
の
体
介
員
、
九
、
う

ご
め

U
T
け
ま
ー
た
。
で
戸
」
、
忌

倒，
く
～
と
り
の
で
す
t

の
ま
ま
す
排
Z

殺
人
で
l

＼
主
い
り
ま
L
た。

1
1

＼
介
（
‘
快
旬
、
一
ぐ
ん
、
上
の
宇
宙
人

の
〉
企
庁
フ
マ
、
今
ま
で
お
凧
差
引
ハ

谷
津
干
潟
介
い
う
引
き
よ
け
た
コ
ミ

め
号
「
か
じ
ノ
み
だ
ゲ
、
木
、
一
v
の
ナ
河
川

ゐ
切
に
ー
に
今
す
い
ゴ
る
り
の
で
す
よ
。

育
水
は
す
車
、
宙
人
つ
友
人
庁
オ
い
フ
、

L
ょ

う
か
＋
ふ
り
。
、
宙
人
に
、
ご
く
一
台
川
で

L
す
ふ
り
の
で
す
。

瓜
吐
く
ク
予
P
K
の巾
T
K
は
、
モ
L

介
l
L
たい

h

ノ
、
寸
匂
？
小
一り
芦
し
〉
し

思
〉
「
L

り
コ
介

v
b
Aま
せ
ん
。

で
さ
、
之
内
、
ー
一
、
＼

ι
司
令

r

た
す
介

会
l
k
「li
、
特「
J
k
け
だ
色
め
で
す

介
ゲ
、
何
人
仁
三
＝
ロ
え
芯
リ
め
で
し

J
フ
。
さ
ー
と
一
ヰ
祈
代
こ
人
志
ふ

う
に
し
九
九
コ
大
、
夜
、
寸
こ
人
五
所

代
忠
）
か
ぶ
り
で
下
マ
い
つ
e

あ
4

ふ
た

介
そ
う
い」？
LL
十
円
八
人
で
す
介
、
う
、

自
扮
一で
仙
川
未
Z
L「

L

下
マ
り
フ
し

〉
〕
暖
フ
寸
に
介
・
ム
ぺ
フ
寸
来
九
ゾ
し
足
り

を
臥
す
。
然
り
、

νー
の
通
り
、
広
は

何
回
￥
」
ax－
－
‘
、
う
り
う
白
ド
ヘ
あ
り
ま
し

た
。
ム
／
之
ヲ
マ
特
寸

L

寸
志
『
で
る
オ

Q

，，
J

、
取
引
ハ
衿
υよ
仙
川
「
（
ヨ
ミ
条
札

所
い
い
ま
〉
」
い
内
「

LBく
〉
U

メ
守
，
メ

q
k、↓入
内的

JE
4
5
h川本「
k

い
り
ま
ー
た
．

介
、
《
フ
は
、
全
く
す
ん
『
フ
の
寸
す
。

( 
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植
え
戸
時
は
外
り
わ
り
に
ノ

L
り
苗
λ
で
L
た
。
そ

A
ト
オ
ム
フ
は
か
志
り
で
っ
か
く
、
ご
フ
っ
く
芯
フ
マ

な
ん
ま

L
夫。

花
上
の
／
手
吉
久
の
所

t

ぷ
亡
、
平
合
い
リ

リ
気
官
、
－
T
ハ
〉
」

回
は
り
ま
せ
人

T
L
ょ
う
か
。
、
一
中
は
ヘ
＼
こ
Z
B
A焚
L

可
、
島
当
る

hT’
」
芯
り
「
k

木
之
はゆ
」之、

谷

津

干

潟

愛

護

研

究

会

－
之
市
川
市
本
北
方
二

i
二一五
i
六

f
D
電
話
。四七三

l
z一八
｜
六
六
六
八

和
条
森
田
三
、
蒋
l

1q22.4-.2s 
用
足
マ
は
と
こ
オ
い
リ
ち
は
ん
た
魚
、
k
入
つ
寸
、
り
つ
所

J

広
人
で
す
句
ど
1
・1
「
L

－
×
、
官
の
浴
君
主
為
的
干
節
税
一

カ
、
ぶ
」
フ
〉
」
ぎ
匂
〈
孫
フ
寸
リ
コ
v

斤
？
を
あ
コ
の
～

マす。ぷ
の
A
A
～
ふ
か
フ
十
代
萩
の
木

、t一環
寸r，，、

/I/Ill//// ' 

（ 明各

M

V

さ
で
ノ
ん
介
、

一会
h

川
口
秋
わ
り
つ
リ

い
て
i
＼
た
い
リ

x
ソつ
、計
一
広
か
五

J

リ
ま
す
。

宍
て
こ

3
、
ノ包
私
市
内
寸
、

で
さ
史

足
、
、
り
ぞ
リ
ス
、

コ
キ
パ
ロ
キ

釘 J

、
マ
、
ノ
付
ヅ
、

J
J
i

ノ

ス
イ
’u
f
十
ヨ
－
／
忍
怖
い
」
介
、

り
か
に
モ

ま
寸
づ
け
マ
d

ょ
う
た
＋
ふ
り
ま

l
l
－－、、大
h
e

ご
－t
か
ハ
う
の
生
長
介

供
、
4
v
h
d
y芸
品
川
内
ト
マ
す
ゐ
．
－
更
は
、

か
は
、
干
潟

ヒ
フ
マ
モ
殺
人
ム
ワ
マ
オ
～
モ

4-lゅ

中
（
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、
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、
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潟
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人
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、
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之
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b
A
て
き
ま
せ
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見
く
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オ
レ
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＋
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芝
砕
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円
ト
ぷ
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で
に
「
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
」
な
ど
の
雑
誌

で
皮
烏
家
に
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
＠

「
野
鳥
の
知
ぷ
益
、
そ
れ
に
エ
サ
を

つ
い
は
む
瞬
間
な
p
h主
F
し
い
。
豆
年

前
の
夏
、
北
海
道
根
室
の
春
国
岱
へ
行

っ
た
と
き
、
珍
ら
し
い
ジ
ギ
や
チ
HPD

類
静
観
世
却す
る
乙
之
が
で
き
た
し、

な

に
よ
り
も
野
鳥
と
周
り
の
風
景
が
と
り

合
っ
て
い
て
、
－

番
印
象
的
だ
っ
た。

谷
海
平
潟
近
辺
へ
も
級
近
は
よ
く
通
い

観
祭
よ
り
も
、
主
に
好
き
な
ジ
ギ
、
チ

ド
リ
類
な
ど
水
辺
の
野
鳥
の
写
真
を
録

h
p
鋭
げ
て
い
る
。
捌
か
ら
臨
ま
で
野
烏

の
授
近
を
待
つ
乙
と
も
あ
る
が
、
苦
に

は
な
ら
な
い
」
と
五
十
嵐
さ
ん
。

と
の
催
し
で
は
野
鳥
の
写
真
パ
ネ
ル

何
点
の
展
示
を
中
心
に
、
お
客
さ
ん
の

受
且
何
度
そ
テ
ス
ト
す
る
コ
ー
ナ
ー
、
バ

ー
ド
ワ
ォ
ッ
チ
シ
グ
用
品
の
展
示
、
販

売
コ
ー
ナ
ー
（
写
真
集
、
野
鳥
録
音
ア

1
プ
、
パ
1
HP
・カ
1
ピ
ン
グ
・
キ
ッ

ト、

T
JJャ
ッ
、
バ
ッ
ジ
）
を
設
け
る

ほ
か
、
五
月
十
六
日

（
日
）
に
は
バ
ー

ド
・
カ
1
ピ
ン
グ
（
小
鳥
の
木
彫
り
）

教
室
が
聞
か
れ
る
。

「
．・、
，
、
、
）

－
、
ノ
コ
寸，、
3

／
O
L
J
L
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カ
唱
に
」
し

も
パ
お
ロ
ヤ
コ

mu－－

t－
r
d
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人
け
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断
然
’
ι山
代
取
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史
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介
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台
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、
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め
人
ゾ

t
r
A
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並
べ
ハ
コ
ホ
3
の
位
、

ヰ
A
h
リ
J

、
日
ん
介
一
フ
や
均
三
り
フ
た
夜
、
－の
〆
一敬
肖
j
A
場
フ
寸

伎
町
豆
一
の
龍
ヘ

－J

宮
山
敬
一
軒
ノ
氏
ぐ
、
う
り
た
て
ノラ。

ー
「J
。
台
」
｛
～
匁
ぎ
の
カ
メ
｛
フ
「
〈
『
／
ヒ

ロ
こ
水
は
無
川
。

私
の
包
コ
田
川
’
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一
ア
！
〉
ル
v
し
付
＼
、
／
ベ

7
台
所
｜
之

、百
7
刈
り
を
（
マ
り
ま
す

Z
0・

寸
欠
ロ
ネ
干
潟
ウ
通
念
箱
し
ふ
と
よ
り

使
い

j
a

や
す
／
＼
｛
寸
去
り
士
斗
う

ご
の
一
考
働
、

1

浴
連
合
↑
渇
／
色
伊
川
漁
’
対
し
め
苔
寸
厄
花
見
ず
十
一
ま
小
て
き
ょ
宍
＋
ぅ
手
に
た
。

は
、
す
ご

ν勢
リ
で
作
初
一
（

4eり
ま
す

P

甘
寸
は
こ
の
刷
、
付
加
－
は
十
川
問
団
、
ノ
ー
ト
は
み
よ
そ
三
十
ふ
と

守
ん
ぷ
送
丈
払
耳
、
ぶ
の
で
す
ー
し
か
し
、
一
ア
！
っ
以
上
ζ

抽出似
’マ
小
つ
い
l

＼
ま
り
士
に
た
。
火
芝
フ

ナ
ル
〉
」
代
、
手
の
斤
た
け
に
限
フ
「
し
、
一
－
－
F
フ
ゼ
、
け
に
ノ
ふ
た
り
、
ビ
り
／
＼
に
成
す
小
宍
り
＼
り
し
コ

草
介
本
土
石
コ
〆
Y
L
L

位
以
フ
ピ
ノ
り
の
寸

す

。

セ

F
L

入依－
Y
本
大
（
り
、
ぃ
ト
ロ
乞
州
、
っ
ゾ
レ
リ
〉」
づ
け
ハ
ヲ
バ
恥

せ
め
寸
、

Y
の
す
と
ま
す
す
り
は
刈
タ
十
代
り
、
合
づ
り
九
首
寸
Z
入
今
会
り
、
主
に

ぷ
い
ソ
ゾ
」
ど
う
い
芭
－
L
ょ
う
オ
ぷ
り
の

T
す
。
私
、
刊
代
臥
り
憐
拘
「
々
、
ノ
ム
小
「
L

り
十
代
り
、
は
十
わ
ざ

3
4、の
イ
マ
忽

足
介
州
フ
だ
）
苅
ば
、
夜
り
や
す
い
リ
の
で
し
ょ
－
Y

の
す
（
マ
、
？
／
ザ
リ
〔
十
代
さ
の
で
L
た
か
1

1

1

0

＼
や
は
り
ν
Tこ
之
勾
／
＼
の
λ

パ
右
外
一
位
y
マ
去
l

川ノ

可
l

件
下
、
ノ
ー
ト
や
ぺ

ニ
介
人－
m一切バ爪十
九
り
L
「

L
り

ま
す
ー
で
在
、
議
一
セ
色
、
う
蛮
l

芝
刈
，E
y，と
は
し
た
民
ピ
＋
ν
内
リ
主
l
＼た
’P
L
か’
L人
f

フ
は
、
小
／在
〈
る
つ

ま
せ
ん
o
h
γ

フ
ザ
り
私
達
か
～
け
で
ど
し
ま
て
き
て
あ
り
、

μ達
也
、
川
、
ず
処
え
つ
よ
う
に
lk

マ広

ー
に
‘I
う

よ

リ

ま

す

／

。

ラフ数の／ぐー

刊
し
し
＼

三
「＼

l

ノ
忠
之
官
一
・
1

－一ノ

l
一／ノ
Y
ハ

J

ノ
f

，

C

伝
’
一
夕
、
l

晴
へ
勾
m
a
h、
…
ん
危
ん
で
お
り
ま
斗
d
／

埋
め
立
て
対
マ
丁
一
志
芝
l

＼
マ
り

7
達
、
技
会
3

寸伐

に
蒋
ん
で
、
店
次
回
滑
み
の
い
秒
↓

A
A
5
2ノ
り
、
古
寸

で
田
正
人
で
～
ア

i
ナ
ル
や
心
＼
、一
斗
の
為
に
分
一っ
て

去
り
ま
す
。

今
ま
で
に
ぎ
い
つ
っ
て
来
十
パ
所
h

い
は
、
前
回
ー建

設
、
竹
守
エ
木
、
表
島
建
設
Y

」
そ
の
処
パ
ル
竣
模

の
エ
寸
車
内
札
場
介
兵
り
ま
す
。
ヌ
、
工
事
酌
俣
，
T

「＼之全対
ζ
あ
り
ま
す
介
、
達
引
は
ふ
A
、

A
げ

森
市
可
浪
、
大
官
粒
ν］
芝
山
市
－
市
人
ぺ
布
ぺ
’
に
終
四
件
一L
づ
L

一険布でま
l

＼定。

さ
l
＼
ミ
水
口
ノ
の
汐
木
4

yL

夢
、
フ
ヂ
ペ
ケ
、
当
、
一れ

ぽ

X
Tモ
ス
キ
で
み
仏
ム
匂
～
粉
、

K
本
コ
の
で
す
。

u
寸

ω
u
π
！日明ロ

（九玄
x
b
b）

祭
実
P
A
A

の
今
リ
v

バ－

z各
に
＼
々

に
入

A
寸
志
烏
，（
「
（
寄
り
ま
す

干
潟
傾
向
～
の
、
み
〆／
久
対
，
介
そ
う
で
す
。

戸』宏
一り
日
マ
回
人だ
時
、
ム
ヰ
芝
后
～〉

寸
LY
ミ＼め
t
不
可
ノ
介
り

え
な
訟
つ
づL
来
マ
＋
の
リ
ま
す
。

L
か
し
、
A
7
下
ト
停
め

て
気
士
松
く
と
Y
L
は
恋
小
物
か
～
て
忍
リ
ま
す
。

一
十
一
潟
い
来
十
九
人
全
介
、
ゴ
ミ
＼
左
投
内
j

捨
て
ぷ
U
よ

う
に
β
コ
ミ
之
、
ご
の
た
フ
た
と
れ
だ
け
の
ご
て
介

、
、更
は
γ
」
寸
に
ぎ
椿
気
〉
人
努
力
め
リ
コ
大
変
本
『
）
Y
U

る

の
で
す
。

J
寸
漁
民
ヰ
か
た
い
』
ノ
ヴ
一
ミ
芝
久
マ
忍
け
し
、

γ

え
乏
写
芝
、
ど
と
つ
る
コ
ミ
、
点
差
は
堵
ん

尚
一十
ふ
く
後
安
マ
、
V
4
1

（
ヲ
タ
芝
さ
フ
マ
一
九

L
、
震
均

｛
＼
あ
ん
で
ゆ
ノ赤
つ
の
は
る
い
コ
ぷ
リ
の
寸
I
l
k

－ょっ。一

手
一
一
一
百
ユ
ハ
丁
玉
ハ
門
一
介
寸
ケ
リ
i
ニ
件
占
較
し
の
日
で
す
。
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人
少
は
、
色
一
＼
左
足
マ
え
よ
り
号
、
一
ヤ
｛
K
m勺
＼
オ
介

J

。〉

一
一
斗
め
向
です。

野
鳥
左
観
突
に
：
来
す

人
！
色
笈
保
護
院
か
悦
宏
一
よ
り
だ
）

、
瓜
く
に
住
人
マ
り
ま
人
l

一

望巾（
MK
め
オ
、介、

は
す
介
に
数

介
勾
リ
め
？
す
1

d

足
取
l
「
L

し

ま
フ
た
の
で
す
。

，、、
、』
内、
'-
（ 

、

つ
ま
り
、

[ 

ふ
い
」
ヤ
ん
、
去
ぽ
マ
ん
、
い
L

リ
マ

ん
、
は
あ
マ
ん
、
げ
て
（
マ
子
供
十
だ
す

γ」

υ
っ
た
人
産
宣
ぺ汁

的ハ
l

ぃト、ヮ

オ
り
千
ャ
ー
よ
り
そ
ナ
コ
ゾ
し
均
／
忍

治
侭
ド
↑
咋
に
J
y，一つ

7
、

ミ
札
は
、
～
十

三
マ
ゼ
ム～枝、
U

つマ
L
ま
じ
ま
L
夫。
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谷

津

干

潟

愛

護

研

究

会

市
川
市
本
北
方
二

t
一
二
五
！
六

千
訓

電
話
。
四
七一ニ
｜
一一一八
｜
六
六
六
八

漁
免
森
田
一
一
一
、
時

’i③ 

全
国
仏
亡
を
例
か
魚
川

本
庄
の
、
一
ム
易
の
か
ノ
ル
l
。フふり、

へ
」

γ
）
さ
し
た
広
人
マ
、
ま
ず
J

向
り
だ
こ
℃
さ

こ
う
リ
う

ぷ
か
？
＋
た
の
？
す
秒
、

／ 

一ρ
野
鳥
の
宝
庫
μ

の

一
清
掃
あ
り
が
と
う

ー
一

－

ハ合津
干
潟
愛
媛
研
究
会

タ
一
土
木
作
議
反
製

R
Jド
一

野
鳥
の
宝
聞
と
な
っ
て
い
る
習
志
野

4
守
一
市
の
谷
津
平
潟
の
消
矧
に
協
力
し
た
と

日

τて、
パ
1
ド
ウ
ィ
ー
ク
の
十
日
、
谷

臨
本
一
棒
千
思
議
慌
究
会
議
田
一二
郎
代
表
）

U
｛

一が
同
干
潟
わ
き
で
照
関
道
の
工
事
を
行

一
一

っ
て
い
た
前
回
鐙
設
工
業
と
竹
中
ヱ
木

i
v
一の
共
同
企
業
体
秋
涼
作
業
附
（
池
田
徳

一夫
一所
長
〉
に
感
泌
状
を
贈
っ
た
。

一

同
研
究
《た
よ
る
と
、
秋
津
作
墾
附

一
で
は
五
十
五
年
四
月
か
ら
十
数
回
に
わ

一た
り、

屯
俄
や
ト
ラ
ッ
ク
、
ぞ
れ
に
五
－

一
l
八
人
の
作
業
員
を
派
組
、
同
干
制
周
一

一
辺
に
欲
乱
し
て
い
た
ゴ
ミ
傾
の
塑
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